
資料３ 

第 1回京都府戦略的地震防災対策推進部会における委員意見への対応（案）について 

 

委  員  意  見 対  応  （案） 

未だ「完了・定着」に至っていない項

目を原因分析するなどの評価を行い、次

期推進プランに引き継ぐこと。 

「完了・定着」に至っていない推進事業

を原因別に分類した。（資料６－５） 

この結果、「長期的な目標となっている」

「完了・定着の判断が困難」などの状況と

なっていることから、次期推進プラン作成

に当たって、できるだけ短期的な評価が可

能な目標を設定するよう努める。 

次期推進プラン策定時に、できるだけ

アウトカムにつながる視点を盛り込む

よう検討すること。 

・戦略指針に掲げられている重点的取組事

項別の主要な重要施策（アウトカム）を

再整理する。（資料７） 

・推進プランに掲げる推進事業のうち、重

要施策に関係する事業（アウトプット事

業を含む）を明確化する。 

→アウトプットの事業がどのアウトカ

ムにつながるのかを整理 

・毎年、重点的取組事項についても進捗管

理を行う。 

社会情勢や国の動きが変化していく

中にあって、府として一貫性のある効果

的な対応を行うため、推進プランにおい

て何が重点的な施策か分かりやすく記

載するべき。 

 


